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こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
再
選
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
二
期
８
年
間
は
、

町
民
と
の
対
話
を
心
が
け
常
に

町
民
の
幸
せ
を
念
頭
に
、
健
全

な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
苦
渋

の
選
択
と
し
て
、
保
育
所
や
老

人
福
祉
施
設
の
民
営
化
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
連
結
決
算

で
赤
字
比
率
が
20
％
を
超
え
る

見
込
み
と
な
り
、｢

夕
張
市｣

の
よ
う
な
赤
字
再
建
団
体
に
転

落
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、

財
政
健
全
化
に
向
け
独
自
の
町

財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員
報
酬
の
削
減
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
や
特
別
職
と
町
職

員
の
給
与
削
減
な
ど
平
成
24
年

度
ま
で
の
健
全
化
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

町
民
、
議
員
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
町
財
政
健
全
化
に
取

り
組
ん
だ
結
果
と
し
て
、
平
成

19
年
度
で
は
自
治
体
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
５
・
07
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
20
年
度
決
算
で
は
こ
れ
ま

で
の
赤
字
か
ら
、
初
め
て
黒
字

に
転
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

三
期
目
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

課
題
や
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
人
口
の
減
・
就
労
の
場
の

確
保
、
町
財
政
の
さ
ら
な
る
健

全
化
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
考
え

る
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。今

後
と
も
こ
れ
ま
で
の
政
策

を
継
続
し
つ
つ
、

①
町
財
政
の
さ
ら
な
る
健
全
化

②
北
海
道
新
幹
線

｢

奥
津
軽
駅

(

仮
称)｣

開
業
を
見
据
え
た

街
づ
く
り

③
第
一
次
産
業
の
発
展

を
公
約
と
し
、
高
齢
者
が
元
気

に
働
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
立
場
で

考
え
、
共
に
歩
む
姿
勢
で
町
政

運
営
に
当
た
っ
て
い
く
つ
も
り

で
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
三
期
目
の
就
任
に
あ

た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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10
月
11
日
秋
晴
れ
の
下
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て

｢

い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り｣

が
開
催
さ
れ
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
今
別
中
学
校
全
校
生
徒
に
よ
る
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
荒
馬
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

開
発
セ
ン
タ
ー
内
は
、
町
文
化
団
体
の
作
品
や
小･

中
学
生
、
青
北
今
別
校
舎
生
徒
の
作
品
展
示
が
さ
れ
、

舞
台
で
は
大
正
琴
の
演
奏
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
階
和
室
の
茶
道
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
お
茶
を
一
服
と
い
う
人
た
ち
が
多
く
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

野
外
会
場
で
は
牛
肉
に
舌
づ
つ
み
を
打
つ
人
々
で

賑
わ
い
、
野
菜
や
海
産
物
、
加
工
食
品
な
ど
多
く
の

出
店
が
並
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
繰
り

出
し
、
今
別
・
大
川
平
の
荒
馬
や
、｢

つ
が
る
海
峡

ち
ゃ
か
親
童
・
北
天
舞
悠｣

と
青
森
市
の
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム

｢

津
軽
も
つ
け
ん
ど
・
蒼
天
飛
龍｣

に
よ
る

よ
さ
こ
い
演
舞
が
行
わ
れ
、
大
旗
が
秋
空
に
舞
う
と

つ
め
か
け
た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

今
別
牛
の
特
売
で
は
、
前
売
り
券
を
持
っ
た
人
た

ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、
大
変
な
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
先
着
２
０
０
名
へ
の
牛
鍋
無
料
試
食
会
も
押

し
寄
せ
る
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
の
メ
イ
ン
、
竜
飛
産
海
峡
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
は
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
整
理
券
を

手
に
し
た
人
々
は
、
解
体
し
た
ば
か
り
の
マ
グ
ロ
を

じ
っ
く
り
品
定
め
し
、
次
々
と
買
い
求
め
て
い
き
ま

し
た
。

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�



���

�������������������������� �������������������������� �������������������������� ��������������������������
�������	
��
����

���������������������� 

!"!#$
%&'()*+,�-.

/
0123"45,!$
%&!6

78.
9(:1;2<=>

�	
���
�
�������	
��

������	�����

������������ !"#	$"��"��%&

'(	)(�*�+�,

�� �	

一般会計の歳入総額は24億4千636万

6千円で､ 前年度に比べ0.3％の増収に

なりました｡

主な内訳として､ 町税については､

景気の悪化による所得の減や人口減少

による課税客体減により3.2％ (802万

2千円) の減収､ 普通交付税は対前年

度比で6.4％ (7千607万2千円) の増収

となりました｡

また､ 国庫支出金には､ 国による景

気浮揚対策としての定額給付金事業分

として4千672万6千円が町に交付され

ました｡ 人口減少と高齢化の進行によ

る税収の減少や国からの交付税等の見

通しが予測困難な状況ですが､ これか

らも自主財源の確保に努める必要があ

ります｡

�� 
	

一般会計の歳出総額は､ 23億5千40万7千円で昨

年に比べて1.5％減額となりました｡

目的別歳出のトップは､ 民生費の6億337万6千

円で全体の25.7％を占めています｡ 以下､ 総務費

の4億3千901万1千円､ 公債費の3億2千967万8千円

などとなっています｡

町では､ ｢地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律｣､ いわゆる ｢財政健全化法｣ が平成20年

度決算から完全適用されることを見据え､ 平成19

年７月から議員報酬等の削減や各種事業の見直し

の内容を反映した ｢町財政健全化計画｣ を実施し､

継続してきました｡

赤字を抱える会計の健全化を図るため､ 一般会

計の民生費から国保診療会計と介護サービス会計

に対して､ 1億8千891万1千円､ 衛生費から水道事

業会計に対して､ 7千591万1千円を赤字解消対策

分として繰出しました｡

財政健全化を図りながら､ 今後も引き続き住み

よいまちづくりに努力していきます｡

���	 
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・町 民 税 75,514千円
・固定資産税 140,633千円
・軽自動車税 6,101千円
・町たばこ税 17,036千円
・合 計 239,284千円
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●融雪溝整備事業
８１, ５３８千円

●二股１号線法面改修
工事
１２, ９９３千円

●町営住宅改修工事
１０, ３３１千円

●漁港整備事業負担金
１０, ０００千円

●融雪溝取水さく井工事
９, ２３４千円
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+,-./��
一般会計の赤字の程度を指標化し､ 財政運

営の深刻度を示すものです｡
0,-12./��
すべての会計の黒字や赤字を合計して全会

計の赤字の程度を指標化し､ 財政運営の深刻
度を示すものです｡
3,-456��
その年の借入金の返済額や借入金に準ずる

経費 (公営企業等ほかの会計の借入金に対す
る繰出金や一部事務組合の借入金の負担額)
の大きさを指標化し､ 資金繰りの危険度を示
すものです｡
789:;��
一般会計の借入金､ 特別会計等の借入金や

将来､ 一般会計が支払う可能性のある負担等
を指標化し､ 将来財政を圧迫する可能性が高
いかを示すものです｡
<������
公営企業の資金不足を料金収入規模と比較

して指標化し､ 経営状況の深刻度を示すもの
です｡
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４つの健全化判断比率のうちいずれか一つが ｢早期健全化基準｣ 以上になると ｢早期健全化団
体｣ となり､ ｢財政健全化計画｣ を策定し､ 自主的な改善による財政の早期健全化に取り組まな
ければなりません｡
さらに､ ｢財政再生基準｣ 以上になると ｢財政再生団体｣ となり､ ｢財政再生計画｣ を策定し､
国・県の強力な関与の下で､ 確実な財政の再生を実行しなければなりません｡

D=������

資金不足比率が ｢経営健全化基準｣ 以上となると ｢経営健全化団体｣ となり､ ｢経営健全化計
画｣ を策定し､ 公営企業の経営健全化に取り組まなければなりません｡
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平成21年３月末
人口3,598人で算出( )
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青
森
北
高
今
別
校
舎
１
年
の
澤
田
悠
太

君(

山
崎)

が
、
11
月
28
日
か
ら
３
日
間
、

フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ブ
リ
エ
市
で
開
催
さ
れ
る

｢

カ
デ
男
女
フ
ル
ー
レ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ｣

に
出
場
し
ま
す
。

澤
田
君
は
小
学
生
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

を
始
め
、
各
大
会
で
好
成
績
を
上
げ
て
い

る
実
力
派
で
す
。
今
年
８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
１
年
生
な
が
ら

フ
ル
ー
レ
個
人
７
位
に
入
賞
し
た
こ
と
が
、
初
の
世
界
大
会
出
場

へ
つ
な
が
り
ま
し
た
。

澤
田
君
は

｢

世
界
で
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
い
。
上
位
に
入

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。｣

と
語
り
、
世
界
大
会
に
向
け
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
田
中
健
介
さ
ん(

大
川
平･

28)

が
、
子
牛
市
場
に
お
い
て
黒
毛
和
種

去
勢
牛

｢

花
東
号｣

を
最
高
値
で
販
売
し

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
現
在
、
町
内
の
建
設
会
社

に
勤
務
し
な
が
ら
父
、
兄
と
共
に
畜
産
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
町

内
に
は
同
世
代
で
畜
産
に
従
事
し
て
い
る
の
は
５
〜
６
人
と
少
な

い
な
が
ら
も
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

小
さ
い
時
か
ら
牛
と
関
わ
っ
て
き
た
と
い
う
田
中
さ
ん
は

｢

牛

(

畜
産)

だ
け
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
が
夢｣

と
力

強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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９
月
25
日
、
青
森
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
に
出
場

し
た
今
別
中
学
校
３
年
の
田

中
萌め
ば
え

さ
ん(

奥
平
部)

が
創
作

の
部
で
２
位
に
輝
き
、
全
国

大
会
出
場
を
手
に
し
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
自
ら
の
体
験

か
ら
簡
単
に
ペ
ッ
ト
を
捨
て

て
し
ま
う
人
間
の
身
勝
手
さ

を
英
語
で
訴
え
ま
し
た
。

創
作
の
部
は
内
容
や
表
現

力
・
発
音
な
ど
総
合
的
な
出
来
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
田
中

さ
ん
は
全
国
大
会
に
向
け
、｢

県
大
会
で
指
摘
さ
れ
た
発
音
を
正

確
に
で
き
る
よ
う
、
特
に
力
を
入
れ
て
練
習
し
て
い
ま
す｣

と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
11
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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町
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
、
町
長
選
挙

と
同
時
に
10
月
４
日

投
開
票
が
行
わ
れ
、

福
士
直
治
氏(

今
別･

38)

が
当
選
し
ま
し

た
。

有権者数 3,188人 候補者名 得票数

投票者数 2,441人 $% &' ()*���+

棄権者数 747人 伊藤榮太郎 604

投 票 率 76.57％

任期は平成21年10月13日から平成25年10月12日まで

有権者数 3,188人 候補者名 得票数

投票者数 2,441人 ,- ./ ()0�(�+

棄権者数 747人 阿部 信一 594

投 票 率 76.57％ 嶋中 忠也 430

任期は平成21年10月４日から平成24年３月30日まで

1 2 + 3

1454678+3
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９
月
25
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

『

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
と
敬
老
の
集
い』

が

開
催
さ
れ
、
小
鹿
正
義
町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

｢

敬
老
の
集
い
部
門｣
と

｢

生
き
が
い
健
康
づ

く
り
部
門｣

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
地
方
保
健
所
長
の
平
紅

(

た
い

ら
く
れ
な
い)

氏
に
よ
り

｢
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て｣

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
町
保
健
協
力
員
の
健
康
劇

｢

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て｣

が
行
わ
れ
、

手
洗
い
の
仕
方
や
、
正
し
い
マ
ス
ク
の
つ
け
方

な
ど
を
津
軽
弁
で
演
じ
る
と
、
会
場
は
盛
ん
な

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
別
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
遊
戯
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
か
わ
い

ら
し
い
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

�
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���
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��	
(

大
正
10
・
４
・
１
〜

大
正
11
・
３
・
31
出
生
者)
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澤

田

勇

松

瀬

川

直

延

岡

野

り

つ

松

尾

フ

サ

三

上

ユ

キ

�
�

�

五
十
嵐

マ

キ

木

村

勇

新
井
田

お
つ
ず

川

村

静

�
�

�

嶋

中

き
み
子

太

田

は
つ
江

�
	




中

島

は

る

�
�

�



嶋

中

敬

一

本

郷

多

作

宮

越

は

つ

小

鹿

重

蔵

安

達

市

雄

�
�

�

相

内

ト

セ

�
�

�

相

内

フ

ヨ

�
�

�

澤

田

政

春

�
�

�

上

野

ト
ン
コ

�
�

�

小

倉

直

一

�
�
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最

上

と

め
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○
大
川
平

嶋
中

賢
一

れ
こ

�
�
�
�
�
�
�

���
�

○
今

別

小
鹿

務

し
ゅ
ん

○
村

元

本
郷

俊
男

ト
キ

○
大
川
平

菅
原

束

新

○
二

股

石
田

隆

テ
サ

○
奥
平
部

田
中
健
一
郎

や
い
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9:;< (Ｈ21.９.１現在)

順位 長寿者氏名 年齢 地区名

１ � � =>? 96 大 川 平

２ @ A B C 95 西 田

３ D � � E 95 大 泊

４ $ % F G 94 特 養

５ $ % HI? 93 今 別

J:;<

順位 長寿者氏名 年齢 地区名

１ $ % K L 103 大 川 平

２ M N O P 102 砂 ケ 森

３ Q R S T 100 特 養

４ U V � W 98 二 股

５ X Y Z K 96 今 別
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10
回
目
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
ラ

ブ
・
い
ま
べ
つ
会

東
京
交
流
会

(

南

吉
雄
世
話
人
会
長)

が
９
月
22
日
開
催

さ
れ
、
神
奈
川
県

藤
沢
市
の
江
の
島

付
近
の
砂
浜
で
地

引
き
網
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
会
員
の

家
族
や
友
人
な
ど

70
人
が
集
い
、
子

ど
も
達
の
声
も
響

く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
賑
や
か
な
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
毎
年
寄
せ
ら
れ
て
い
る
植

樹
祭
の
苗
木
代
寄
付
の
お
礼
な
ど
、
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
今
別
町
出
身
の
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
人
た
ち
の
熱
い
心
に
触
れ

｢

故
郷

の
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
た
い｣

と
い
う
温
か
い
お
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
引
き
網
に
か
か
っ
た
シ
ラ
ス
や
魚
を
す
ぐ
に

刺
身
に
し
た
り
、
天
ぷ
ら
に
し
て
味
わ
い
な
が
ら
、

交
流
会
終
盤
に
は
、
会
員
で
演
歌
歌
手
の
立
花
竜

司
さ
ん

(

大
泊
出
身)

が

｢

ハ
イ
、
よ
ろ
こ
ん
で

七
福
神｣

を
歌
う
と
参
加
者
が
次
々
と
踊
り
出
し
、

踊
り
の
輪
が
で

き
る
な
ど
和
や

か
で
楽
し
い
交

流
が
で
き
ま
し

た
。会

員
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
交

流
会
が
20
回
、

30
回
と
続
い
て

い
く
こ
と
を
祈

念
し
、
地
引
き

網
に
か
か
っ
た

シ
ラ
ス
な
ど
を

手
土
産
に
湘
南

の
海
を
後
に
し

ま
し
た
。

��
��

��
��

��
��

��
		




��

��




		
��

��������		

����

����������
��������������������������

������������  !!""##��$$%%&&''��

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

10
月
15
日
、
今
別
小
学
校
の
５

年
生
18
人
は
、
春
に
植
え
た
苗
が

一
面
、
黄
金
色
に
輝
き
自
分
た
ち

を
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
に
大
歓
声

を
挙
げ
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
カ

マ
を
使
っ
て
稲
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。晴

れ
渡
っ
た
こ
の
日
、
田
植
え

の
と
き
と
同
じ
く
、
嶋
中
一
仁
さ

ん

(

大
川
平)

の
指
導
に
よ
り
、

カ
マ
の
使
い
方
や
刈
っ
た
稲
を
束

ね
た
り
、
棒
掛
け
の
仕
方
な
ど
、

一
連
の
稲
刈
り
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
、
最
初
は
カ
マ
で

刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
バ
イ

ン
ダ
ー
で
の
刈
り
取
り
も
行
い
、

機
械
の
み
ご
と
さ
に
驚
き
な
が
ら
、

実
り
の
秋
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
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青森県では､ 母子家庭などのお子さんが､ 修学・修業などの際に

必要は資金の貸付の申込を受け付けしています｡
なお､ 貸付の限度額や償還方法､ 償還期限などの詳細については

東地方福祉事務所までお問い合わせください｡
89:;<=> 平成21年11月１日～平成22年３月31日

(土・日曜日､ 祝日､ 年末年始を除く)
8?@A

来春､ お子さんが小・中学校､ 高等学校､ 高等専門学校､ 短期大
学､ 大学､ 各種学校へ進学する母子・寡婦家庭の方 (小・中学校の
就学支度資金は所得税非課税の場合に限る)
B;CDEFG.���H

東青地域県民局地域健康福祉部福祉総室 (東地方福祉事務所)
TEL 017－734－9950
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平
成
21
年
度
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の｢

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業｣

で
、

自
走
草
刈
り
機
２
台
と

除
雪
機
を
購
入
し
ま
し

た
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
備

品
等
を
整
備
す
る
事
業

で
、
今
回
購
入
し
た
備

品
は
観
光
地
の
整
備
や

各
地
域
の
環
境
美
化
、

通
学
路
な
ど
の
除
雪
に

活
用
さ
れ
ま
す
。
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10
月
27
日
、
今
別
町
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
主
催
の

｢

子
育
て
講
座｣

が
、
今
別

保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
の
ホ
ー
ル
に
、
保
育
園
児
や
保

護
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
、
子
育
て
と

仕
事
や
社
会
参
加
の
両
立
を
支
援
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
、
弘
前
市
の
パ
ピ
ー
ク

ラ
ブ

｢

楽
つ
み
木
広
場｣

代
表
の
太
田
孝

さ
ん
を
講
師
に
、
１
万
個
の
つ
み
木
の
中

で
ね
こ
ろ
ん
だ
り
、
積
み
上
げ
た
り
し
て
、

親
子
で
心
と
力
を
合
わ
せ
る
喜
び
と
感
動

を
体
験
し
ま
し
た
。

ヒ
ノ
キ
の
香
り
と
手
ざ
わ
り
は

｢
い
や

し｣

効
果
い
っ
ぱ
い
で
、
参
加
者
は
み
ん

な
笑
顔
で
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
つ
み
木
の

｢

ひ
ら
め｣

が
完
成

し
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。
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��������	
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�������	��
｢過重労働 (働きすぎ) による健康障害｣ や ｢賃金不払残業 (いわゆる

｢サービス残業｣) を解消するためには､ 使用者が労働時間を適正に把握し､
適切な対処を行うことが必要です｡
労使で協力して､ 労働時間の適正化を進めましょう！
なお､ 青森労働局では､ 11月21日 (土) に労働時間相談ダイヤル (無料)
を実施します｡

BFG.���H青森労働局 労働基準部 管理課
TEL 017－734－4112
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農業者年金は老後生活をがっちりサポートします｡
農業者の方なら広くご加入いただけます｡

※ この試算は､ 65歳までの付利利率が2.30％､ 65歳以降の予
定利率が1.55％となった場合の試算です｡
付利利率2.30％は農業者年金において期待される運用収益
をもとに設定した率､ 予定利率1.55％は農林水産省告示 (Ｈ
21.４.１施行) により定められている率です｡

���	
��
今別町農業委員会 ３５－３００５
青森農協今別支店 ３５－２００３

� ������	
��
������
� ����������������
�  !"#�$%&'()*�$%+,�
� -.�/0 1��$%
23456

789���:;<=

���� ���	

 � �


 � ������ ������

��� ���
�
 ���� �����

�
 ���� �����

��� ���
�
 ���� ����

�
  ��� ����

��� ���
�
 � ��  ���

�
 ���� ����

 �� ���
�
 ���� ����

�
 ���� ����

���������

�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国民年金保険料収納業務の民間委託が平成21年10月からは､ 全国すべての
社会保険事務所で実施されます｡
� ����������� !"�#$�%

委託を受けた事業者は､ 電話､ 文書､ 戸別訪問による納付や免除申請のご
案内及び保険料の収納業務を行います｡
今別町は次の業者になります｡

・この委託事業は､ ｢競争の導入による公共サービスの改革に関する法律｣
に基づき､ 社会保険庁が行ってきた事業に民間業者の参入機会を広げ､ 民
間の創意工夫やノウハウを活用して収納の向上を図ることを目的として実
施するものです｡ ( ｢市場化テスト事業｣)
・委託事業者が個別訪問で､ 国民年金保険料納付のご案内をする際には
①社会保険庁長官が発行した､ ���������� !"#$%を提示
します｡

② ｢社会保険庁から､ 国民年金保険料の収納業務を委託されている○○株
式会社の○○です｡｣ と名乗ります｡

③保険料をお預かりして保険料を収納するのは､ お客様が保険料納付書を
お持ちの場合に限られます｡ 保険料納付書をお持ちでない場合には現金
を受け取り､ 領収書を発行することはありません｡

&'()�*+,-.

委託事業者は､ 一般競争入札により決定し､ 個人情報の取り扱い等につい
ては､ 納付督励を行う上で必要となる国民年金保険料の未納者情報に限定し
ており､ さらに ｢個人情報の保護に関する法律｣ や社会保険庁独自の取扱規
定､ 本事業に係る委託契約等書等で目的外使用や閲覧､ 漏洩､ 複写等を禁じ
るなど厳格な安全措置を講じています｡
委託事業者が､ 勤務先の会社名等をお尋ねしたり､ 預金口座番号をお聞き
することはありません｡
ご不明な点がありましたら下記までご連絡ください｡
���	
��
役場町民福祉課 町民担当 ３５－３００３

青森社会保険事務所 ０１７－７３４－７４９０
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公務扶助料や遺族年金等を受けていた方が平成17年４月１日から平成21年
３月31日の間に亡くなるなどし､ 平成21年４月１日において公務扶助料や遺
族年金等の受給権者がいない場合､ 第９回特別弔慰金として額面24万円､ ６
年償還の記名国債が支給されます｡
. /012345678�9:;<3=9>�456�?@ABC

１. 平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の
受給権を取得した方

２. 戦没者等の子
３. 戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

戦没者等と生計関係を有していた方のうち平成21年４月１日において
婚姻していたとしても氏が変わっていない方､ または同日において遺族
以外の方と 養子縁組をしていない方に限ります｡

４. 上記３以外の戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
※戦没者と生計関係を有していない方や戦没者等と生計関係を有してい
たが上記３に該当しない方｡

５. 上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族
※戦没者の死亡まで引き続く1年以上の生計関係を有していた方に限り
ます｡

. DE,-7FGHIJ�KLMNOPGHIQ�KLRNSAABC

DE,-TUV31WX;<�YZ[\]^_`ab�Tcde3f1

[Ag2h2�SB�ADEij�2	<klm4nohpq	C

���	
��
役場町民福祉課 福祉担当 35－3004
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自分の家庭で､ 親の愛情に包まれて暮らすことができない子

どもたち､ 自分の家族を知らない子どもたちがいます｡
こうした子どもたちが､ 温かい愛情に包まれて暮らせるよう､
里親になってくださる方を求めています｡
あなたも里親となって､ 子どもたちを育ててみませんか？
里親には､ 養育里親､ 親族里親､ 短期里親､ 専門里親の４つ

の種類があります｡
子どもを養育している間は､ 里親手当､ 子どもの生活費や教

育費などが支給されます｡
※里親になりたい方は児童相談所にご相談ください｡ 里親制度
や申請の手続きについて詳しくご説明いたします｡

※里親になることを申請されますと､ 一定の研修を受講してい
ただくと共に､ 児童相談所において生活状況等の調査を行い､
青森県社会福祉審議会の審査を経て､ 県知事が里親として認
定します｡

��	
��=
〒038－0003 青森市石江字江渡５－１
青森県中央児童相談所 担当：新谷､ 佐藤
電話 017－781－9744
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｢国の教育ローン｣ は､ 高校､ 短大､ 大学､ 専修学校､ 各種
学校や外国の高校､ 大学に入学・在学するお子様をお持ちのご
家庭を対象とした公的な融資制度です｡
r4 s t �u学生・生徒１人あたりvwwxyz*
rZ {u年2.5％ (平成21年８月12日現在)
r4|},-uJ~�z* (交通遺児家庭または母子家庭の方に

ついてはJ��z*)
r��	��u入学金､ 授業料､ 教科書代､ アパート・マンショ

ンの敷金・家賃など
r4|}��u毎月元利均等返済 (ボーナス時増額返済も可能)
r� "u (財) 教育資金融資保証基金 (連帯保証人によ

る保証も可能)
詳しくは��������%��������w~�w�ww��~��
または､�wv�~vIJ���~� までお問い合わせください｡
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平
成
21
年
度
補
正
予
算
で
は
、
８
月
と
９

月
に
専
決
で
大
き
な
事
業
費
を
補
正
し
て
い

る
た
め
一
般
会
計
歳
入
歳
出
に
９
８
’
５
９

０
千
円
を
増
額
し
２
’
６
６
１
’
７
７
６
千

円
と
し
た
。

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
を
５
０
’
４
０
６

千
円
追
加
し
、
歳
出
で
は
除
排
雪
費
を
８
’

９
５
４
千
円
、
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
１

０
’
０
０
０
千
円
を
追
加
補
正
し
た
ほ
か
、

各
会
計
と
も
前
年
度
決
算
処
理
に
伴
う
繰
越

金
や
繰
上
充
用
金
を
調
整
し
た
も
の
が
主
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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少
子
化
対
策
と
し
て
平
成
21
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
産
に
対

し
て
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額｢

35
万
円｣

を｢

39
万
円｣

に
改
め
た
も
の
。
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地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
及
び
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
を
早
期
発
注

す
る
た
め
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
に
７
４
’

１
５
２
千
円
増
額
。
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平
成
25
年
度
ま
で
再
度
指
定
管
理
を
お
願

い
す
る
も
の
。

�
�
�
�
-
.
 
/
0
1
2
3


4
�
5
6

)
*
+
,

国
の
補
正
予
算
に
伴
い
計
画
の
変
更
を
す

る
も
の
。

�
7
8
9
:
;
<
=
>
=
?
@
A
B
)
*
+
,

水
道
メ
ー
タ
ー
の
購
入
に
つ
い
て
、
愛
知

時
計
電
機
株
式
会
社
青
森
営
業
所
と
の
売
買

契
約
の
締
結
を
可
決
。

契
約
金
額
は
、
５
’
４
５
７
’
９
０
０
円
。

・
教
育
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情

[

採
択]

・
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
に
関
す
る
陳
情
、
乳
幼
児
期
の
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
に
関
す
る
陳
情[

採
択]
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C
D

３
日

東
郡
町
村
議
会
議
員
健
康
セ

ミ
ナ
ー

７
日

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

15
日

消
防
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

30
日
〜
31
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察

研
修

E
D

３
日

議
長
事
務
局
長
合
同
会
議

14
日

今
別
町
成
人
式

F
D

１
日

全
員
協
議
会

２
日
〜
10
日

議
会
報
告
会

７
日

議
会
運
営
委
員
会

11
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
日
〜
17
日

第
383
回
定
例
会

15
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

17
日

議
会
広
報
委
員
会

25
日

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
と
敬

老
の
集
い
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砂
ヶ
森
地
区
の
改
良
道
路
は
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
用
地
買
収
、
住
宅

の
移
転
、
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
実
際
改
修
工
事
は
い
つ
か
ら
着
工
で
き
る

の
か
。

�
�

�
�

�
�

当
該
工
事
区
間
は
ご
存
知
の

通
り
国
道
280
号
奥
平
部
地
区
か
ら
砂
ケ
森
地
区

の
工
事
区
間
で
あ
り
、
昨
年
度
に
採
択
と
な
っ

て
い
ま
す
。

県
で
は
こ
の
区
間
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
工
区

に
分
割
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
工
事
の
事
前
説
明
会
を
行
い
今

年
度
は
Ａ
工
区
、
奥
平
部
か
ら
旧
開
智
小
学
校

前
ま
で
の
用
地
測
量
、
用
地
買
収
と
一
部
工
事

に
着
手
で
き
る
見
込
み
で
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
の
情
報
で
す
。

Ｂ
、
Ｃ
工
区
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
概
略
設

計
の
段
階
で
あ
り
路
線
測
量
を
行
い
道
路
線
形

等
が
決
ま
り
次
第
、
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

県
で
は
、
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
、
用
地
及

び
補
償
関
係
が
終
わ
れ
ば
、
工
事
は
概
ね
３
年

か
ら
４
年
で
完
成
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
引
き
続
き
早
期
完
成
を
要
望
し
て
参
り

ま
す
。

※
Ｂ
工
区

(

旧
開
智
小
学
校
前
か
ら
東
部
漁
業

組
合
入
口
前
ま
で)

※
Ｃ
工
区

(

東
部
漁
業
組
合
入
口
前
か
ら
砂
ヶ

森
神
社
ま
で)

�
�

平
成
20
年
度
６
月
議
会
で
条
例
改
正
さ

れ
て
い
る
が
、
未
就
学
児
童
対
象
と
し
て
い
る

医
療
費
助
成
を
中
学
生
ま
で
助
成
で
き
な
い
か
。

�
	



�

�
�

今
別
町
で
は
、
現
在
医
療
費

助
成
は
４
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
通

院
、
入
院
と
も
償
還
払
い
で
無
料
、
４
歳
か
ら

小
学
校
就
学
前
に
つ
い
て
は
、
入
院
費
が
１
日

500
円
負
担
す
れ
ば
償
還
払
い
で
無
料
、
通
院
費

に
つ
い
て
は
月
１
’
５
０
０
円
負
担
す
れ
ば
償

還
払
い
で
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の

中
学
生
ま
で
医
療
費
無
料
に
出
来
な
い
か
と
い

う
質
問
で
す
が
、
今
の
財
政
状
況
で
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
財
政

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�
�

国
家
公
務
員
人
事
院
勧
告
と
町
職
員
の

給
料
で
あ
り
ま
す
。
当
町
で
は
平
成
19
年
度
よ

り
町
財
政
再
建
の
た
め
、
職
員
は
現
在
給
料
と

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
削
減
を
し
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
人
事
院
勧
告
と
町
職
員
の
給
料

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�
�

国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

は
、
８
月
11
日
に
勧
告
が
出
さ
れ
、
閣
議
で
も

勧
告
通
り
実
施
す
る
決
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
月
例
給
の
平
均
０
・
２
％
の
引
き
下

げ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
は
年
間
０
・
35
ヶ
月
の

引
き
下
げ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
０･

２
ヶ
月
に
つ
い
て
は
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
12
月
支
給
額
か
ら
０
・
15
ヶ
月
減
額
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
来
不
利
益
と
な
る
減
額
遡
及
は
し

な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
内
給
与
の
調
整

と
い
う
こ
と
で
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
月
例

給
に
つ
い
て
も
減
額
支
給
す
る
内
容
の
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

10
月
に
は
青
森
県
人
事
委
員
会
で
も
勧
告
を

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
状
況

で
は
国
と
同
様
の
勧
告
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
だ
試
算
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
現
行
の
町

独
自
の
削
減
と
合
わ
せ
ま
す
と
厳
し
い
も
の
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
給
与
削
減
は
平
成
16
年
か
ら
続
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
勧
告
内
容
を
見
な
が

ら
、
い
く
ら
か
で
も
削
減
率
を
軽
減
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

電
車
で
蟹
田
駅
の
乗
り
継
ぎ
を
す
る
際
、

ホ
ー
ム
移
動
が
大
変
だ
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
寒
く
な
り
階
段
の
昇
り
降
り
が
足
腰
に
負
担

が
か
か
り
、
安
全
面
か
ら
み
て
も
危
険
で
す
。

な
ん
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

�
�

現
在
、
津
軽
線
に
つ
い
て
は
、
上
下
各

５
本
が
運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

１
本
だ
け
乗
り
換
え
な
し
で
終
点
ま
で
運
行
さ

れ
、
残
り
の
各
４
本
は
蟹
田
駅
で
乗
り
換
え
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乗
り
換
え
時
間
は
最

大
36
分
間
と
比
較
的
時
間
に
余
裕
の
あ
る
便
が

多
い
も
の
の
、
朝
１
番
の
上
り
は
乗
り
換
え
時

間
が
５
分
間
し
か
な
く
、
少
し
急
い
で
階
段
を

昇
り
降
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
通
院
し

て
い
る
高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
な
状
況
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
平
成
17
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡

支
社
に
対
し
て
、｢

乗
り
換
え
列
車
を
少
な
く

し
て
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い｣

旨
の
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
際
、
蟹
田
・
三
�
間
は
電
化
さ
れ
て
い
な

い
区
間
で
あ
り
、
電
化
さ
れ
て
い
る
区
間
は
電

車
、
非
電
化
区
間
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
の
運
行

と
い
う
基
本
か
ら
乗
り
換
え
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
青
森
・
三
�
直
通
と
な
る
と
、
現
在
の

本
数
は
確
保
で
き
な
い
と
い
う
回
答
と
共
に
、

通
路
に
つ
い
て
も
、
地
元
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

を
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
回
答
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

人
命
を
最
優
先
し
た
構
内
で
の
事
故
防
止
対

策
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
現
在
の
方
法
が
最
も

安
全
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
他
に
何
ら
か

の
解
決
策
が
な
い
も
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�
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北
日
本
を
中
心
と
し
た
気
象
災
害
、
８
月
の

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
更
に
、
猿
に
よ
る
食
害
と
被
害

が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
青
森
は
低
温

被
害
の
損
害
評
価
の
体
制
を
整
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
サ
ル
に
よ
る
食
害
に
つ
い
て
も
調
査
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

�
�
�
�

�
�

今
年
の
稲
作
は
、
春
か
ら
の

低
温
日
照
不
足
に
よ
り
、
水
稲
の
作
柄
が
心
配

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
８
月
15
日
現
在
の
作
況

で
は
、
県
全
体
で

｢

平
年
並
み｣

、
青
森
地
帯

で
は

｢

や
や
不
良｣

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
青
森
地
帯
に
属
す
る
た
め

｢

や
や

不
良｣

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
現
在
は
稲
の

登
熟
が
進
む
時
期
で
す
の
で
、
天
候
の
回
復
に

よ
り
作
柄
が
好
転
す
る
よ
う
見
守
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
損
害
が
発
生
し
た
場
合
の
農
家
の
救

済
策
は
農
業
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
迅

速
か
つ
慎
重
適
切
な
損
害
評
価
が
行
わ
れ
る
よ

う
関
係
機
関
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
に
サ
ル
被
害
に
つ
い
て
は
、
春
以
降
、
海

岸
地
区
全
体
の
畑
作
物
を
中
心
と
し
た
被
害
が

２
ha
程
度
と
多
く
、
最
近
で
は
大
川
平
・
二
股

長
川
方
面
で
も
水
稲
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
地
元
猟
友
会
に
委
託
し
駆
除
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
か
ら
世
界
的
不
況
に
見

舞
わ
れ
飼
料
作
物
も
高
騰
、
長
引
く
景
気
の
衰

退
、
家
畜
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
今
別

に
育
っ
て
い
る
若
い
家
畜
農
家
に
対
す
る
低
利

融
資
資
金
は
無
い
の
か
伺
い
た
い
。

�
�
�

�
�

�

家
畜
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

国
際
経
済
の
不
況
か
ら
国
内
景
気
が
低
迷
し
、

子
牛
や
牛
肉
価
格
の
低
下
を
招
い
て
い
る
こ
と

は
大
変
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
町

に
お
い
て
は
、
繁
殖
を
中
心
と
し
た
畜
産
経
営

が
主
で
あ
り
、
全
国
有
数
の

｢

第
１
花
国｣

の

子
牛
が
生
産
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
下
降

気
味
の
市
場
価
格
で
は
あ
る
も
の
の
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
有
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
牛
肉
輸
入
自
由
化
以
降
牛
肉
価
格
も

低
迷
し
て
い
る
上
、
飼
料
高
騰
が
農
家
経
営
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

今
年
度
、
町
営
放
牧
場
の
放
牧
料
を
一
部
減
額

し
農
家
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
畜
産
を
含
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

県
及
び
関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
有
効

な
制
度
や
資
金
関
係
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

わ
が
町
と
し
て
十
分
な
ワ
ク
チ
ン
が
確

保
で
き
る
の
か
、
ま
た
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
対
応
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

�
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国
内
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

増
殖
率
が
低
く
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
輸
入
ワ
ク
チ
ン
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
報
道
も
あ
り

ま
す
の
で
今
後
の
国
の
対
策
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
と

い
う
質
問
で
す
が
、
医
療
機
関
に
対
し
て
は
適

切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
資
料
を
提
供

し
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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国
家
公
務
員
の
勧
告
に
伴
い
地
方
公
務

員
の
勧
告
も
実
施
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

わ
が
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
町
長
の
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

�
�

３
番
議
員
に
も
答
弁
し
ま
し
た
と
お
り
、

今
後
の
勧
告
内
容
を
見
な
が
ら
、
職
員
組
合
と

も
話
し
合
い
少
し
で
も
削
減
率
を
軽
減
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

国
民
健
康
保
険
法
で
は
失
業
や
災
害
な

ど
特
別
な
利
用
が
あ
る
加
入
者
に
つ
い
て
、
市

町
村
は
条
例
に
基
づ
き
保
険
料
を
減
免
で
き
る

と
あ
り
ま
す
が
、
失
業
し
た
加
入
者
に
対
し
て

は
財
政
が
厳
し
い
な
ど
を
理
由
に
保
険
料
の
減

免
を
適
用
せ
ず
、
分
割
納
付
等
を
選
ん
で
い
る

自
冶
体
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
わ
が
町
の

現
在
の
実
態
を
伺
い
た
い
。

�
�

�
�

国
保
税
の
賦
課
は
、
前
年
度
の
所

得
と
資
産
に
よ
る

｢

応
能
割
合
と
家
族
数
の
均

等
割
と
一
世
帯
当
り
の
平
等
割
の｢

応
益
割
合｣

と
か
ら
算
定
さ
れ
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
と
な
る
所
得
金
額
に
応
じ
て
、
７
割
・

５
割
・
２
割
と
均
等
割
、
平
等
割
の

｢

応
益
割

合｣

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
の
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
翌
年

度
に
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
町
国
保
税
条

例
の
第
26
条
に
減
免
の
規
定
が
あ
り
、
そ
の
規

定
に
照
ら
し
決
定
さ
れ
ま
す
。

国
保
の
保
険
料
は
ど
う
し
て
も
高
額
に
な
り

ま
す
が
、
納
付
方
法
を
相
談
し
工
夫
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
納
付
方
法
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の

方
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
係
と
相
談
す
る
よ

う
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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日
頃
、
町
民
の
皆
様
に
は
町
議
会
推
進
に

つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
開
催
さ
れ
ま
し
た
議
会

報
告
会
は
、
な
か
な
か
議
会
を
傍
聴
す
る
機

会
が
な
い
皆
さ
ん
に
も
っ
と
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
か
に
は
、｢

自
由
に

自
分
の
意
見
が
言
え
て
よ
か
っ
た
。
議
員
を

身
近
に
感
じ
た
。｣

ま
た

｢

資
料
が
ほ
し
い
。

現
場
に
足
を
運
ん
で
、
本
当
に
困
っ
て
い
る

状
況
を
見
て
ほ
し
い
。｣

と
い
う
意
見
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
貴
重
な
意
見
と
し
て
真
摯
に
受

け
止
め
、
町
民
の
代
表
と
し
て
皆
様
の
意
見

等
に
す
こ
し
で
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

(

議
員
一
同)
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・
国
道
280
号
の
拡
幅
工
事
は

・
携
帯
の
鉄
塔
工
事
の
予
定
は

(

北
海
道
で

現
在
建
設
中
だ
が
12
月
に
完
成
す
る
と
当

町
は
十
分
対
応
で
き
る
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。)

"
#
0
%
&
1
(

2
3
,
4
#
&

���
(

・
袰
月
海
岸
の

消
波
工
が
老

朽
化
の
た
め

役
目
を
果
た

し
て
い
な
い
。

・
サ
ル
の
駆
除

に
つ
い
て

・
山
か
ら
泥
が

流
れ
る
た
め
、

海
が
濁
る
。

"
#
5
%
&
6
(
7
8
9:
;
9<
=
9>
?
&
"
�
(

・
新
幹
線
が
来
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト

・
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
案
は

あ
る
の
か

"
#
@
%
&
#
(

A
B
&
5
�
(

・
雨
が
降
る
度
に
水
源
地
が
濁
る
の
で
早
め

の
対
応
を

"
#
C
%
&
D
(

2
E
.
&
5
�
(

・
議
員
活
動
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し

い
・
２
年
前
に
水
道
代
が
値
上
が
り
し
て
い
る

に
、
滞
納
者
へ
の
対
応
は
な
さ
れ
て
い
る

の
か

・
小
国
峠
の
整
備
に
つ
い
て

"
#
"
%
&
'
(
F
=
9G
H
9I
J
H
&
0
�
(

・
荒
れ
放
題
の
土
地
を
整
備
し
て
、
土
地
を

有
効
活
用
す
る
方
法
を
町
で
も
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か

・
新
幹
線
駅
に
つ
い
て

"
#

�	%
&
1
(

K
L
&

���
(

・
来
年
度
、
融
雪
溝
設
置
の
た
め
井
戸
を
掘
っ

て
い
る
が
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
管
理
費
は
地
区
で
負
担
す
る
の

か
。

・
二
股
駅
前

(

ア
ス
ク
ル)

の
道
路
整
備

・
小
国
峠
の
整
備
に
つ
い
て
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会
場
の
準
備
片
づ
け
等
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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去
る
７
月
30
日
か
ら
31
日
ま
で
、
県
知
事
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

｢

三
戸
郡
南

部
町｣

を
視
察
し
ま
し
た
。

南
部
町
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

(

通
年
農
業
観
光
事
業)

は
、
青

森
県
に
お
け
る
先
進
地
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
来
訪
者
の
長
期
滞
在
や
定

住
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
た

｢

達
者
村｣

の
開
村
農
業
を
通
し
て
町
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

翌
日
に
は

｢

七
戸
駅｣

を
視
察
、
八
甲
田
を
望
む
大
地
の
息
吹
と
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
駅
を
テ
ー
マ
に
建
設
中
の
駅
は
、
名
称
も

｢

七
戸
十
和
田
駅｣

と
正

式
に
決
ま
り
、
駅
周
辺
の
整
備
も
着
工
中
で
し
た
。

当
町
も

(

仮
称)

｢

奥
津
軽
駅｣

を
機
に
観
光
交
流
事
業
の
推
進
に
努
め
地

域
産
業
に
新
た
な
発
展
の
気
運
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
意
識
が

改
革
さ
れ
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
町
民
が
一
体
と
な
り
活
性
化
の
取
り

組
み
に
参
考
と
な
る
研
修
で
し
た
。

(

明
田

平
苗
委
員
長)
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皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
方
、
将
来
、
政

治
経
済
を
学
び
た
い
学
生
さ
ん
、
議
会
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

議
会
傍
聴
は
、
名
簿
に
氏
名
と
住
所
を
記
入
す
る
だ
け
で
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。M
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�� 	 
� 役場 町民福祉課 福祉 35－3004 (直通)
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abcde� ２名

fbgchi 県内在住の20歳以上の方

(県または市町村議会議員､ 公務員､

及び県のその他の審議会委員は除く｡)

jbk l 委嘱の日から２年

mbgcln 平成21年11月17日 (火)

(当日消印有効)

Ibgc<= 氏名､ 年齢､ 住所､ 職業を明記し､

｢消費者保護のあり方について｣ の意

見を800字程度にまとめて､ 郵送､ Ｆ

ＡＸ､ 電子メール等の方法による｡

ogcpqrsBtuZpv

〒030－8570 青森市長島一丁目１－１

青森県庁 県民生活文化課

消費生活・ボランティア支援グループ

TEL 017－734－9206 FAX 017－734－8046

電子メール seikatsu＠pref.aomori.lg.jp
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